
【佐貫小学校集計結果】

理由・意見・回答

ア　賛成

8名のう
ち4名の
ご意見

富津市小中学校再配置に関する保護者アンケート

理由・意見（○）　回答（・）
○早く合併してほしいです。
・保護者の方々の理解を得てから、2年ほどの準備期間が必要だと考えております。
○ある程度の人数がいる中で活動できる方が子どもたちにとって有意義だと考えます。
○将来の子どもの教育環境が最優先されるべきであると思います。
　佐貫小学校の環境や先生方の努力には満足、感謝しております。しかし、1クラスの人数が8
人を切ってしまう状況、全体の人数だけではなく、3年生は男の子が1人、2年生も女の子が2人
という環境など、子ども同士のコミュニティーの広がりに限界を感じます。今後の児童推移の予
測を考えても厳しいと考えます。
　再配置後の新学区も、他の再配置学区と比べ広いわけでもなく、そもそも大佐和町という1つ
のエリアで、文化や風習も通じるところが多々あると思います。また、佐貫地区に幼稚園がな
く、大貫の幼稚園に通った子どもや親も多数いると思います。私も今、高校の友人など大貫に
住む方々と交流もありますが、非常に身近です。一緒になることで、プラスにつながることや可
能性も十分期待できると思います。また、大貫小学校の位置も、佐貫よりで、笹毛地区、宝竜寺
地区からでも車で10分ほどの距離というのも恵まれている方なのかと思います。
　佐貫小校舎の老朽化などを考えれば、校舎を2つから1つに減らすこと、その維持、ランニング
コストを2分の1にすることで、その予算を子育て支援や地域の活性化、若者の移住支援に回し
た方が良いのではないかと思います。
　私は、生まれてからずっと佐貫に住み続けています。就職先も自宅から通勤できることを最優
先とし、県内企業を選択しました。佐貫小がなくなることが非常に残念です。自分の無力さにも
寂しさを感じます。
○少人数の良いところもあると思いますが、やはり他人と競い合える規模が必要であると思い
ます。
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学校再配置に関する保護者の意見（３２人中２５人回答）
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○佐貫小は人数が少ないので、手厚い学習ができてとても良いと思います。再配置については
あまり気が進みませんが、子どもたちのことを考えると必要なのかと思います。子どもたちには
楽しく過ごしてほしいです。
○人数的に仕方がないと思います。
○どちらにしても大佐和中に行くことはかわらないので、早めに大人数になれることも大切かと
思いますが、佐貫小でよいところもたくさんあるので、どちらとも言えません。ただいずれ一緒に
なるのであれば、いつ頃一緒になるのか明確になってもらわないと、私たちも心の準備ができ
ないので、はっきりしてもらえると助かります。
・学校再配置を行う場合、説明会を丁寧に行っていく中で概ねの了承をいただいた後、２年ほど
の準備期間が必要だと考えます。何年度からになるのか決まり次第、保護者の方々や地域の
方々に速やかにお知らせいたします。
○今後の状況を見ると仕方ないという残念な気持ちです。佐貫小の子どもへのサポートとバス
通学という不便さを理解した上で、注意して進めてほしいです。また閉校してしまうことで、その
跡地の安全な利用と、それまでの歴史を大切に残してほしいです。また、佐貫地区に人口が増
えるための政策を考え、実行してほしいです。他県の例では、その地域に子育て世代が移り住
む上で手厚く行政が働いています。例えば、税金を安くする、移住資金、小さくても店を誘致す
る、佐貫小跡地にアスレチック公園を作るなど、必ず未来につながるベストなことをしてくださ
い。
・子育て支援策についても進めてまいるとともに、跡地利用等については、地域の振興につな
がる有効利用について、検討してまいります。



○気持ち的には我が子が卒業するまで佐貫小があってほしいですが、今の人数だと統合は免
れないだろうと思っていますので、その時が来たら仕方がないなという思いです。もし、統合する
のであれば、まず子どもたちの気持ちを最優先にしてほしいです。中には新しい環境に慣れる
まで時間がかかる子もいると思います。せっかく佐貫小で慣れてきたのに、また新しい学校に
なって精神的に負担がかかる場合もあると思うので、子どもたち一人ひとりにヒアリングをして
正直な気持ちを聞いてほしいです。また、スクールバス通学の場合、保護者にどのくらい負担
がかかるのか心配です。バス停まで送迎が必要な場合、共働き家庭は難しい場合があるので
はないでしょうか。我が家は難しいです。（早朝出勤のため）
・できるだけ早く、新しい学校に慣れることができるように子どもたち同士の交流会の機会を増
やすなど、配慮していきます。バス停については、バスの試乗会を行った上で、子どもたちの安
全が確保できるように設定いたします。
○上の子が小学校に入学する時期に合わせて他市より引っ越してきました。佐貫に引っ越して
きた大きな理由は子育てをする上で、少人数を希望したからです。上の子が入学したときは1学
年10名でした。現在、下の子の学年は5名で半分に減っていますし、今後も大きな変動の予定
がないことも分かっているので、再配置計画が出ることも当然だと思う一方で、せっかく少人数
で過ごせる場所に来たのにという残念な気持ちもあります。ただ上の子が中学生で他校と合流
し、10名から50名の中に急に入っていくことはとても大変でした。小学生の間に他校と合流して
いる方がよいのかもしれないと考えることもあります。
　大貫小より吉野小の方が少ないと聞きます。吉野小と合併することは不可能なのでしょうか。
私のように少人数を求めて佐貫で子育てをしている方もいると思います。せめて少ない学校へ
の合併だと助かります。
　我が家は共働きで子どもを父母にお願いしています。合併はしたとしても学童は佐貫に残して
いただかないと高齢の父母に大貫まで毎日送迎を頼むことはできません。合併をするにしても
いろいろと整備してからでお願いしたいと思います。ただ一番は佐貫に学校をなくさないことだと
強く思っています。
・隣接する学校として大貫小との再配置を考えております。現在、佐貫小で運営している学童に
つきましては、運営団体に要望を届けてまいります。
○少人数も良いことがあると思います。勉強を丁寧に教えてくれています。大貫小との交流会を
年に数回行い、仲良くすることが良いと思います。
　大貫に再配置した場合、体調が悪くなっても車で迎えに行けないので、考えてほしいです。
・極めて少ない人数では学べないこと、体験できないことを、ある程度の人数の中で学び、経験
してほしいと思います。体調不良時などの迎えについては、保護者のご都合に合わせ、対応し
ていきたいと思います。
○交流会が楽しかった事はとても良かったと思います。ただ、毎日通うとなるとまた別なのかな
と思います。
　今までの佐貫小で過ごしている時間が良いので、先生との距離も近く、勉強もよく見てもらえ
ます。また、みんな仲良く親同士も和気あいあいとしています。複式学級でも特に問題なく活動
できていたので、中学校までの間は佐貫であたたかく育ってほしいなと願います。
・少人数での学校生活以上のものが、日々より多くの同学年の子どもと過ごすことにあると考え
ます。
○子どもたちに様々な経験をさせてあげたい考えはわかりますが、地域から学校がなくなるこ
と、すぐに取り壊す事は無いにしろ、災害時の避難拠点になったりする可能性も考えると、やは
り学校として存在することで子どもにも大人にも支えになると思います。大人数が苦手な子ども
や、いろいろな事情で学校へ行きにくい子どもも多くいる中、選択肢として小規模校として存在
し、閉校せず、他地区から子どもを受け入れるなど苦労も多いと思いますが、地元の子どもと一
緒に過ごしていくことで、今より少し大きな集団となるという未来は無いのでしょうか。教育者で
はないので、現場の苦労、現実味のない話と思われることを承知で書いています。選択できる
未来が小学校にほしいです。（市立ではなく、私立へ行くようにというオチでしょうが・・・）子ども
たちが1人でも良い未来を過ごせるように、今一人一人が大切にされる時間があっても良いの
ではないでしょうか。子どもたちは通学の途中でも自分の力で過ごすことで色々と学んでいま
す。
・災害時の避難場所については、跡地利用との兼ね合いもありますが、地域の方々の安全のた
めにも、佐貫小学校を活用することも検討していきます。現状の児童数が極めて少ないことか
ら、学校再配置を検討しているところです。他地区からの児童の受け入れについては、保護者
による送迎が必要なことなど、課題も多いと考えております。
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○現在の佐貫小で環境がよいと思っているので、再配置に反対です。休み時間等でも全学年と
交流があり、とても楽しく通えていますし、先生方との距離感も近いので、ちょっとしたときでもお
話を聞いてくださることもあります。親としては安心して通わせることができています。
　大貫小との交流会について、子どもは楽しく過ごすことができたようです。このような交流会を
学校の行事の1つとして取り入れ、何度も行っていけばよいと思います。何度も行うことができ
れば、中学生になったときにスムーズに交友関係につなげることができるのではないでしょう
か。
　疑問としては、再配置についてどれくらい前から話が出ていたのでしょうか。親としては入学前
からはっきりとこのようなことが分かれば選択肢があったと思います。入学してからこのような話
がどんどん進んでいき、とても困っています。
・交流会を通して、よりよい人間関係を築いていければと思います。極めて少ない人数ではな
く、日常としてある程度の人数での学校生活から得るものは大きいと考えます。学校再配置に
ついては、複式学級が今後２クラス以上になると予測されたことから、令和４年から保護者の皆
様に説明させていただいております。再配置に関する計画を立てた段階で提示することとなっ
ておりますので、在校生については在校中での再配置とならざるを得ないことをご理解いただき
たいです。
○率直に子どものことが親として心配です。中学生になれば統合して、大人数の中で学校生活
を送らなければなりません。そうであれば、今、早急に再編しなくてもと思います。大人数で生活
する事は、いじめ、不登校といった問題も増えると思います。親としては、今の素晴らしい環境
から、効果効率とも捉えられる統廃合には反対するのが人情ではないでしょうか。
・効果効率のために学校再配置を行うのではなく、現状では極めて少ない児童数であることを
懸念して、学校再配置を考えております。
○小学校再配置説明会に参加してみての感想。
　自分も中学校の時に数カ所の小学校が集まって、大勢の生徒数になった経験があります。そ
の時はクラスが多すぎて、小学校からの友達が離れ離れになり、寂しい思いをしました。参加し
た説明会では、今後大貫小学校とは一緒になることになるでしょう。私の時とは違い、6年間は
長く多くの友達を作ることができるでしょう。経費節減のための再配置であるようなことも説明に
ありました。くれぐれも学校や先生の質が落ちないようにしてほしいです。大貫小学校までバス
で通うようになり、親の目が届かなくなります。きめ細かな指導をお願いします。

　再配置計画に思うところ
　初めにかなり強い語調になってしまいますが、ご容赦ください。
1、説明会という言い回しについて説明会が始まった当初は、みんなの意見を求めるものとして
いました。あくまでも行政側からの押し付けではないとの事でしたが、結局は行政側からの説得
する会となっていると感じています。参加者側は一方的な方向へ誘導されている図式に見えま
す。弱い子どもを盾にして（人質にして）親を不安にさせ、いかにもそこが正しい方向のように誘
導しているように見えるといった方が合っている表現でしょうか。弱いものに手を差し伸べて助
け合うというのが日本人の素晴らしい一面だと思いますが、一部の成功者を大切にし、弱者を
切り捨てている。どこかの政治家と同じ景色を見ているように感じます。市内でも再配置を繰り
返し進めている地域の過疎化は止まったでしょうか。人口の減少に歯止めがかかったでしょう
か。助長させているのではないでしょうか。
2、説明会をまず現役の子のいる親の意見が第一だと以前説明されたことがありました。です
が、それよりも入学前の子の親の意見を聞くことが先ではないのかと考えます。卒業していく子
の親は向き合い方に熱量の違いがあると思います。悪い表現になりますが、他人事になりやす
いと思います。
3、いつも感じていましたが、説明会に来られる方々に対し思うところを述べさせていただきま
す。1つの地域の歴史が閉じられようとしている中にあって、そのことに対して苦しんでいる、葛
藤している、といった「心」が感じられません。一度失ったもの、二度と同じ形として戻らないとい
う重さを背負っている「心」が感じられません。
　最後に小学校の入学を控えた親御さんの思いを綴ります。他校に通わせる理由。同級生が多
いこと。2校の距離が大差ないこと。多くの仲間にもまれた方が本人にとって良いのではない
か。再配置が決まり佐貫小学校がなくなる可能性があること。存続に対し真剣に悩んでおられ
ます。
・来年度入学予定の保護者のご意見は伺いましたが、入学前の子どもの保護者のご意見は地
域への説明会の中で伺ってまいります。長い歴史を持つ学校の再配置については、大変な施
策であることを認識しておりますが、極めて少なくなった子どもたちの教育環境をよりよくするた
めに、学校再配置が必要なことだと考え、説明させていただいているところですので、ご理解い
ただければと思います。
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